
く問題IV-(2）・土質及び基礎＞

1. 「地質・土質調査業務等共通仕様書」（平成29年版）における孔内水平載荷試験に関する

記述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.孔内水平載荷試験は、ボーリング孔壁に対し、垂直方向に加圧し、地盤の変形特性及

び強度特性を求めることを目的とする。

b.孔内水平載荷試験は、等圧分布載荷法によるものでなければならない。

C. 試験に先立ち、試験装置は入念な点検とキャリプレーションを行わなければならない。

d.測定間隔は、孔壁に加わる圧力を 19.6KN/rrfピッチ程度または、予想される最大圧力

の1/10～1/20の荷重変化ごとに測定する。

2. 平板載荷試験方法（JGS152ト2012）に関する記述として、正しいものを a～dのなかか

ら選びなさい。

a.基準梁支持台は、載荷に伴う載荷板周辺の地盤変位の影響を受けない位置に設置しな

ければならないため、載荷板の中心から載荷板直径の 2倍程度離れたところに設置さ

れることが一般的である。

b.載荷終了の判断基準としては、載荷板直径の 10%程度の沈下量が得られていること、

あるいは載荷圧力～沈下量曲線が急激な変曲点を示していることなどを目安としてよ

し＇o

c.直径300皿の載荷板を用いた平板載荷試験の結果は、そのまま実物大規模の構造物基

礎の支持力や沈下に関する設計に適用しでも良い。

d.平板載荷試験の結呆から許容支持力を求める場合に利用される『建築基礎構造設計指

針』の算定式は、試験結呆をそのまま適用する方法で、住宅の支持力確認などに広く

利用されている。

3. 道路土工において問題となりやすい地形に関する記述として、不適切なものをa～dのな

かから選びなさい。



4. 下表は「杭基礎設計便覧」におけるボーリング調査による「支持層確認後の掘進長の目安」

を示したものであるが、［A］～［F］に当てはまるものとして、正しいものをa～dのなか

から選ぴなさい。ただし、支持層の下位に圧密沈下が生じる地層等が想定されない一般的

な条件のもととする。

確認後の掘進長 （m)

支持層が確認された深さ
土砂

岩盤

軟岩 硬岩

地表から 5m未満 [A] [CJ [E] 

地表から 5m以深 [BJ [DJ [F] 

a. A=lO B= 5 C=lO D= 5 E= 5 F= 3 

b. A=lO B=  5 C=  5 D=  3 E=  3 F=  2 

c. A=15 B=lO C=lO D=  5 E=  3 F=  2 

d. A=15 B =10 C=  5 D=  3 E=  5 F=  3 

5. 下図の深さ z=lOm地点の有効土被り圧に関して、正しいものをa～dのなかから選びな

さい。

第1層γti=16kN/m3 

第2層

γt2=18kN/m3 
z=lOm 

a. 84 kN/m2 

b. 106 kN/m2 

c. 174 kN/m2 

d. 264 kN/m2 

ヤ一一一章一一一＿"Sl.一一 地下水位

2m 

7m 
ただし、 γt：土の湿潤単位体積重量

γw ：水の単位体積重量＝10kN/m3

z：深さ（m)



6. 「道路土工 切土工・斜面安定工指針」のグラウンドアンカー工に関する記述として、誤

っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.アンカ一体はできる限り風化が進んでいない地盤に設置するのが望ましい。

b.アンカー1本あたりの設計アンカー力は、あまり大きくせず危険負担を軽減すること

が望ましい。

C. アンカ一周面摩擦抵抗τは、地盤の種類に応じて提案されている一般値を採用するこ

ととし、施工時に確認試験を行って確認することを原則とする。

d.アンカー自由長は原則として4m以上とし、アンカ一定着長は原則として3m以上、

1 0 m以下とする。

7. 「道路土工 盛土工指針」における震度法による安定解析手法で示されている設計水平震

度の標準値khoの組合せのうち、正しいものをa～dのなかから選びなさい。

地盤種別

、、 I種 H種 E種

レベル1地震動 ① ② ③ 

レベル2地震動 ④ ⑤ ⑥ 

a.① 0.06 ② 0.08 ③ 0. 12 ④ 0. 12 ⑤ 0. 16 ⑥ 0. 24 

b.① 0.06 ② 0. 10 ③ 0. 14 ④ 0. 12 ⑤ 0.20 ⑥ 0. 28 

C. ① 0.08 ② 0. 12 ③ 0. 15 ④ 0. 16 ⑤ 0.24 ⑥ 0. 30 

d.① 0.08 ② 0. 10 ③ 0. 12 ④ 0. 16 ⑤ 0.20 ⑥ 0. 24 

8. 「道路土工 盛土工指針」の応急対策工の検討に当たって留意すべき主な事項の記述と

して、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.二次災害の発生のおそれや作業の安全性を確認するなど、二次災害防止を第一に考慮

する。

b.盛土とその周辺の現地状況、交通の状況、天候等を十分考慮する。

C. 交通を確保しながら応急対策工を施工できることを前提条件とする。

d-H岡市略があろか存か碍詩、すろ》》も（：：：仇ぞ、再1:::Titr，で仇有J事仇鼎壊の〉吠￥¥Ii円！；ぢr,t""



10. 「道路土工要綱」の土量の配分計画に関する下記の記述の仁己～仁日 に当て

はまるものとして、正しいものをa～dのなかから選びなさい。

土工の工期と巨コこもっとも影響を与えるのが土量の配分計画である。

したがって、取り扱う土の性質主己及び工事用道路や土工構造物の工程等の

仁日を適切に把握した上で、巨コが最小となるような土量配分を計画する。

a.ア：施工環境 イ：土量変化率 ウ：設計条件 エ：発生土量

b.ア：工事費 イ：土軟硬区分 ウ：設計条件 エ：廃棄土量

C. ア：工事費 イ：土量変化率 ウ：施工条件 エ：発生土量

d.ア：施工環境 イ：土軟硬区分 ウ：施工条件 エ：廃棄土量

11. 「道路土工軟弱地盤対策工指針」における深層混合処理工法に関する記述として、誤つ

ているものをa～dのなかから選びなさい。

a.固化材としてセメント及びセメント系固化材を用いる場合は、 pHとともに六価クロム

の溶出に留意する必要がある。

b.深層混合処理工法は、軟弱な粘土地盤の圧密沈下促進や緩い砂地盤の液状化防止に用

いられる。

c.泥炭質地盤等のように有機物を多く含む士を改良する場合は、所定の強度を得るには

一般に多量の固化材を必要とする。

d.品質管理として、採取コアの強度試験やサウンディングによる改良体の強度の確認を

行う。

12. 「道路土工軟弱地盤対策工指針」における粘性土の強度増加率に関する記述として、正

しいものをa～dのなかから選びなさい。

a.強度増加率は、非圧密非排水条件の三軸圧縮試験結果から求めることができる。

b.強度増加率は、士の塑性指数 Ipに応じて、 cu/Po=O. 11 +0. 0037 IPのSkempton関係式か

ら推定することができる。ただし、 Cu/Poは強度増加率とする。



13.圧密沈下量の算定式として、空欄〔A〕および〔B〕に当てはまるものをa～dのなかか

ら選びなさい。

〔A〕
s 
1＋θo 

• log 
Po+!Jp 

〔B〕

ただし、 S ：全沈下量

Po ：初期の鉛直有効応力

eo：初期鉛直有効応力Poで、の間隙比

中：盛土による鉛直有効応力の増分

H ：圧密層の厚さ

a. A ：体積圧縮係数 B：圧密係数

•H 

b. A ：圧縮指数

C. A ：透水係数

d. A ：圧密係数

B：初期の鉛直有効応力

B：体積圧縮係数

B：圧縮指数

14. 「道路土工 軟弱地盤対策工指針」に示される盛土の定量的な指標による安定管理方法

として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.盛土中央沈下量Sとのり尻水平変位量dを用いる方法

b.のり尻水平変位量dの速度に注目する方法

C. 双曲線法による方法

d.盛士荷重qとのり尻水平変位量dの増分比Aq/LI dと盛土高hの関係を用いる方法

15. 「道路土工仮設構造物工指針」における掘削底面の安定時のヒーピングに対する検討に

用いる安定数Nbに関する記述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。
a.安定数助の算定式は、 NbニァH/cである。



16. 「道路土工 仮設構造物工指針」に示される自立式土留めの設計に関する記述として、正

しいものをa～dのなかから選びなさい。

a. 自立式土留めは、切ばり式土留めと比べ、土質条件や背面側荷重の影響を受けない構

造物である。

b. 自立式土留めの場合、実測切ばり軸力から逆算して求められた慣用法の断面決定用土

圧を用いるのは適当である。

C. 自立式土留めは弾性床上の半無限長の杭として設計することを原則とする。

d. 自立式土留めの根入れ長は、最大根入れ長と掘削底面の安定から決定される根入れ長

を比較し、最小の根入れ長とする。

17. 「トンネル標準示方書［開削工法ト同解説」に示される安全性に関する記述として、誤っ

ているものをa～dのなかから選びなさい。

a.開削トンネルの安全4性の照査にあたっては、所要の安全性を設計耐用期間にわたり保

持することを照査しなければならない。

b.耐荷力に対する照査は、一般に、断面破壊、疲労破壊の限界状態に至らないことを確

認することを原則とする。

C. 安定に関する照査は、変位、変形等の限界状態に至らないことを確認することを原則

とする。

d.構造物の機能上の安全性とは、構造物本体の性能であり、物理的特性にもとづく安全

性としている構造物の機能から定まる性能とは異なるものである。

18. 「グラウンドアンカー設計・施工基準 同解説」に示されている維持管理に関する記述と

して、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.アンカーは、外力の作用により変位しようとする地盤をテンドンの緊張力を保持する

ことで抑え込み、安定化をはかる抑止工法である。

b.アンカーの点検は、地盤の安定や構造物の機能低下につながる損傷などを把握し、評

価・判定・記録することにより行われる。

c. リフトオフ試験結呆によるアンカーの健全性の判定は、計測された残存引張り力が定



19. 「道路土工力ルパート工指針」の剛性ボックスカルパートの設計における照査項目につ

いて、下記の表の A、B、および Cに当てはまるものとして、正しいものをa～dのなかから選

びなさい。

従来型剛性ボックス
カルパートの照査項目注）

構成要素 照査項目 照査手法

A B C 

変形 変形照査 ム ム ム

カノレバー

ト及び基

礎地盤 安定性
安定照査・

ム 。 ム
支持力照査

カノレバー

トを構成 強度
断面力 。 。 。

する部材
照査

継手 変位 変位照査 × × × 

注） 0：実施する、 δ：条件により省略可、×：一般に省略可

a. A ：門型カルパート B：アーチカルパート

b. A ：アーチカルパート B ：ボックスカルパート

C. A ：ボックスカルパート B ：門型カルパート

d. A ：アーチカルパート B ：直門型カルパート

適 用

基礎地盤に問題がない場合に

は省略可

円形カルパート以外の従来型

剛性ボックスカルパートで基

礎地盤に問題がない場合には

省略可

円形カルパート以外の従来型

剛性ボックスカルパートでは

地震動の作用に対する照査は

省略可

本指針に示す継手構造を採用

した従来型剛性カルパートで

は省略可

C：ボックスカノレパート

C ：門型カルパート

C ：アーチカルパート

C ：ボックスカノレパート

20. 「道路土工擁壁工指針」の計画・調査における構造形式の選定に関する記述として、誤

っているものを a～dのなかから選びなさい。

a.重力式擁壁は、自重によって士圧に抵抗し、躯体断面にはせん断応力が生じないよう

な断面とする。

ト レ 時椀めア、／カーづp1ノ一 1' CT)吉 r+1~ ト（ず



21. 「道路土工 擁壁工指針」における補強土壁の部材の安全性照査に関する下記の記述の

仁己、仁己、および仁日に当てはまるものとして、正しいものをa～dの

なかから選びなさい。

壁面材には、下図に示すような土圧が作用するものとする。補強土壁が安定する

ためには、補強材には巨コに作用する仁己と釣り合う仁日が必要となる。

主働領域〈戸中安定領域
，・・ーーーー→同ーーーーーーーーーーーー・

ヤ～土圧の水平成分分布

W ：土くさびの重量（kN/m)

P ：壁面材に作用する土庄合力 （kN/m)

Ph：壁面材に作用する土庄合力の水平成分（kN/m)

P1,；：深さZ，での壁面材に作用する水平土！王（kN/m2)

LTr，叩 ：土くさびの安定に必要な補強材の引張力（kN/m）でよT叫 ；＝P1,とする。

ω ：嵩上げ盛土を一様な荷重に換算した値 （kN/m2)

q：載荷重（kN/m2)

z，：補強土壁天端からの深さ（m)

a. ア ：盛士材 イ：水平士圧合力Ph ウ：引抜力Treqi

b. ア：壁面材 イ：土圧合力P ウ：引張力ZTreqi 

c. ア：盛土材 イ：土圧合力P ウ：引抜力Treqi

d. ア： 壁面材 イ：水平土圧合力Ph ウ：引張力ZTreqi 



22.下表は「道路橋示方書・同解説 N下部構造編」による場所打ち杭工法による杭先端の極

限支持力度の特性値を示したものであるが、［ A J 、［ B J および [ C J に当て

はまるものとして、正しいものをa～dのなかから選びなさい。

地盤の種類
杭先端の極限支持力度の特性値 qd

(kN/m2) 

砂れき [ A ] 

砂 [ B ] 

粘性土 [ C ] 

ただし、 qdは杭先端の極限支持力度の特性値（kN/m2）、八は標準貫入試験のN値

a. A: 180N 

b. A: 160N 

C. A: 160N 

d. A: 180N 

B : 150N 

B : 130N 

B : 110N 

B : 150N 

C : 110N 

C : 130N 

C : 110N 

C : 130N 

23. 「道路橋示方書・同解説 N下部構造編」！こ示される直接基礎の設計における設計の基本

に関する記述である。亡Zコ、仁三コ、仁王コ、及び亡王コに当てはまるも
のとして、正しいものをa～dのなかから選びなさい。

( 1 ）直接基礎の安定に関する照査では、永続作用支配状況及び亡Zコ支配状況
において、 1）及び2）を満足しなければならない。

1 ) 基礎の変位が橋の亡Zコに影響を与えないとみなせる範囲に留まる。
2) 鉛直荷重に対する仁zコ、水平荷重及び、亡王コモーメントに対する抵
抗に関して、必要な耐荷性能を有する。

a.ア：変動作用 イ：性能 ウ：変位 エ：転倒

b.ア：短期作用 イ：機能 ウ：変位 エ：曲げ

c.ア：短期作用 イ：性能 ウ：支持 エ：曲げ

d.ア：変動作用 イ：機能 ウ：支持 エ：転倒



24. 「道路橋示方書・同解説 N下部構造編」における深礎基礎の設計に関する地盤反力係数

の記述である。仁己、仁己および仁日に当てはまるものとして、正しいものを

a～dのなかから選びなさい。

斜面上の基礎の地盤反力係数は、基礎前面における地盤が有限であり水平地盤に比

べて小さな値をとると考えられる。このため、次式により算出される補正係数αM

を乗じて水平方向地盤反力を低減する。

αH6＝仁E
Cl:g(I＝仁己 h…＋仁訂
正"J:g(j= 1. 0 

( 0亘αH < 0. 5 ) 

( 0. 5壬 CJ:g < 10 ) 

( 10豆a:H ) 

Cl:g(I：斜面の影響による水平方向反力係数に関する補正係数

CJ:g ：斜面までの水平土かぶりと基礎径Dの比

a.ア： 0 イ： 0.3

b.ア： 0.1 イ ：0.3

C. ア： 0.3 イ： 0.5

d.ア： 0.5 イ： 0.5

ウ： 0.7 

ウ： 0.5

ウ： 0.7 

ウ： 0.7 



25. 「道路橋示方書・同解説 N 下部構造編」における地盤反力係数および変形係数に関連す

る記述として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。

a.地盤の変形係数は、基礎からの荷重によって地盤内に生じるひずみの大きさや地盤内

の圧力、また、載荷時間に依存する物性値である。

b.地盤反力係数は、一軸圧縮試験により求めた変形係数から推定することができる。

C. 変位量が大きくなるほど地盤反力係数は大きくなる。

d. N値が 5未満である場合は、 N値から変形係数や地盤反力係数を推定することは適切

ではない。

26. 「道路橋示方書・同解説 N 下部構造編」において、基礎底面地盤の極限鉛直支持力の特

性値の算出に用いないものをa～dのなかから選びなさい。

a.基礎の底面積

b.間隙率

C. 基礎幅

d.粘着力

27. 「道路橋示方書・同解説 N 下部構造編」における設計に用いる地盤定数に関連する記述

として、誤っているものをa～dのなかから選びなさい。
a.粘性士においては、標準貫入試験のN値から非排水せん断強度を推定することがある。

b.砂層においては、砂の相対密度がN値と相関を有することを利用し、相対密度を介し

てせん断抵抗角を推定することが行われている。

C. 砂れき層では、 N値が過大に出る傾向があるため、打撃回数と貫入量の関係を詳細に

検討したうえでN値を補正するなど留意が必要である。

d.固結が進んでいない沖積層の砂れきは、せん断抵抗角と粘着力を有する地盤として評

価するのがよい。

28. 「道路橋示方書・同解説 V 耐震設計編」における耐震設計上の基盤面上面の地層のせ



29. 「道路橋示方書・同解説 V 耐震設計編」における『液状化の判定を行う必要がある土

層』に関する記述文の仁L]-[I]rこ当てはまる値として、正しいものをa～dのなか
から選びなさい。

(1）地下水位が地表面から仁己m以内にあり、かっ、地表面から 20m以内の深さに

存在する飽和土層

（川田粒分含有率が仁己%以下の土層、または細粒分含有率が仁己%を超えても

塑性指数が仁日以下の土層

（め附粒径が仁~以下で、かっ仁日%粒径が 1mm 以下である土層

a.ア： 5 イ： 25

b.ア： 5 イ： 35

C. ア： 10 イ： 25

d.ア： 10 イ： 35

ウ： 20

ウ： 20

ウ： 15

ウ： 15

エ： 10

コ二・ 5 

コ二・ 5 

エ： 10

オ： 30

オ： 10

オ： 30

オ： 10

30.液状化の検討を実施するにあたり、関係のないものをa～dのなかから選びなさい。

a.地盤の密度

b.士の種類および拘束圧

c.有効上載圧

d.粘性士の一軸圧縮強度




